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　１．一般事項

　２．鉄筋加工、かぶり

　３．杭

　４．基　礎

　５．地中梁

　６．柱

（1）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（2）　記号　

（3）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

継　手

（4）　かぶり厚さ (単位:mm)

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

4. D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

5. 鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない

圧接継手

ガス圧接形状

ひびわれ誘発目地部など鉄筋の

かぶり厚さが部分的に減少する箇所に

ついても最小かぶり厚さを確保する。

[注] （1）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

          30mmとすることができる。

 　  （2）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

          を受けて40mmとすることができる。

 　  （4）軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

 　  （5）（ ）内は仕上げがある場合。

 　  　　 改定により標準かぶり厚さは10mm増し。

（1）　鉄筋末端部の折曲げの形状

（6）　鉄筋のフック

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

a.丸鋼　b.あばら筋、帯筋　c.煙突の鉄筋 

d.柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

f.その他、本配筋標準に記載する箇所

（1）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（2）　現場打ちコンクリート杭

（1）　直接基礎

（2）　杭 基 礎

フック付 フック無し

（3）　べた基礎

（4）　基礎接合部の補強

1.　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　　但し上筋と下筋を読みかえる

2.　1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3.　2 の鉄筋はD13以上

4.　埋め戻し土のある場合は40を70とする

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

　配筋は同厚の壁リストにならう

（1）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手） 

（2）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手） 

（3）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（1）　柱主筋の継手 （2）　柱主筋の定着

（3）　帯　筋

（4）　斜め柱・斜め梁

（5）　絞り （6）　二段筋の保持

注 1.　1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする

注 2.　1 の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする

注 1.　第一帯筋は、梁づらに入れる

注 2.　Ｗ型で現場溶接をする場合は

　   　主筋の位置をさける

注 3.　フックおよび継手の位置は、

　   　交互とする

ジベル）による、おさまりに注意する

地中梁の主筋、スタットボルト（スダッド

（4）　水平ハンチの場合のあばら筋　　（5）　せいの高い梁のあばら筋

　 　　加工要領図　　　　　　　　　　　　 　加工要領図

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること）

折曲げ角度

図

鉄筋の余長 4d以上

折曲げ内法寸法Ｒは、SR235は3d以上、SD295A、SD295B、

SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

 打ち込むＴ形およびＬ形梁の

図

上記以外の鉄筋

鉄筋の種類

　SD295A　SD345　

　SD295B　SR235　

　SD295A　SD345　

　SD295B　SR235　

鉄筋の径による

区分

鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（R）

3d以上

4d以上

6d以上

8d以上

　　以下

　　以上

　　以下

D16　　

D19　　

D16　　

鉄筋の種類

定着の長さ

小梁

特別の定着及び

重ね継手の長さ
ｸﾘｰﾄの設計

基準強度の範囲

普通、軽量ｺﾝ

SR235

SD295A

SD295B

SD345

35d または 

40d または 

25d または 10d かつ 

15cm 以上

40d または 

部　　　　　　位

土に接しない部分

土に接する部分
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は　　　　り

耐 　力 　壁

設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合
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圧接面 圧接面 圧接面

重ね継手（下図のいずれかとする）
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かぶり厚さ

異形鉄筋
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丸　鋼

間隔

あきd d

図の　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要
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HOOP筋の継手は片側溶接

10d又は重ね継手40d

主筋のかぶりは

100以上とする
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Ｄ
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主筋間隔は200以上

bの範囲

主筋間隔の1.5倍かつ

300以下

a＝Ｄ1＋ 2dの範囲
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Ｌ
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（継手範囲）

※上端主筋の定着は、やむを得ない
場合、上向きとすることができる

e.単純梁の下端筋

あ ば ら 筋

帯 筋
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下端筋継手範囲 上端筋継手範囲
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地中梁上端筋
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（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）
ベース下の施工を慎重にする
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D:1500を超える場合
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 鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

Ｄ
 第一帯筋

 150以下

 150以下

  〃
  〃

  P1

  P1

  〃
  〃
  〃
  〃
  〃
  〃
  〃
  〃
  〃
  〃

 第一帯筋
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計
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ッ

チ
以

下

135゜

6d

6d
4d

5d l

2d 2d

）（
 5d以上

10d以上
）（

15d

12d

12d

L

Ｌは中間部50dかつ300以上

末端部の添巻は1.5巻以上

とする

lは片面溶接10d

両面溶接5d以上

12d

8
d

6d

Ｌは50d以上かつ30㎝以上とする
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 6d 

 6d 

 帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ２本

 6d 

 a

 a

a

 a

 a

 a

4d
4d

 6φ-@1000 

 6φ-@1000 

a=1.5×（呼び名の数値）

6d以上（※4d以上） 8d以上（※4d以上）

16φ 　　

19φ 　　

16φ 　　

19φ～25φ 

28φ～32φ 

D19～ D25

D29～ D38

一般　（Ｌ2） （Ｌ1）

下端筋　（Ｌ3）

（1）

（1）（ 2）

（ 3）

（ 4）

（ 4）

φ

（a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

キャップタイ

 キャップタイにのみ用いる

 の末端部またはスラブと同時に

 ※片持スラブ上端筋の先端

スパイラル筋

スラブ

35d フックつき

45d フックつき

25d フックつき

30d フックつき

25d フックつき

15d フックつき

35d フックつき

45d フックつき

30d フックつき

45d または 
35d フックつき

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

床　ス　ラ　ブ
屋 根 ス  ラ ブ

柱・梁・床スラブ・耐力壁

          40mmとすることができる。

 　  （3）コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

コンクリート止め板

300φ、350φ 400φ 450φ 500φ 600φ 
余

盛
コ

ン
ク

リ
ー

ト

スペーサー

フラットバー@3000

捨フープ ベース筋

口　型

日　型

イ Ｈ型（タガ型）　ロ Ｗ型（溶接型）　ハ Ｓ型（スパイラル型）

15cm 

フックつき

40 　（30）

ハンチを付けた場合（a≦3）

外 端 部 内 端 部

外 端 部 内 端  部

上端筋

継手範囲

 2-D　※

※
2
-
D

 不足する箇所に付ける

 応力に対して必要な定着長さが

 並びにはりのせいが小さく設計

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一　　○柱幅と斜材幅が異なる　　　　○柱脚で斜材となる

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （１）

180゜ 135゜ 90゜  折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋

（2）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

（N／mm2）

21 ～  24

21 ～  24

18　 以下

18　 以下

θ＞80゜

d＝異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径  D＝部材の成  R＝直径

@＝間隔　r＝半径　Ｌ＝中心線　l0＝部材間の内法距離　h0＝部材間の内法高さ

STP＝あばら筋　HOOP＝帯筋　S.HOOP＝補強帯筋　φ＝直径又は丸鋼

1
0
0

表示記号

呼 び 名 D10 D19D16D13 D22 D25 D29

（5）　鉄筋のあき

（7）　鉄筋記号

150

3-D13

o

o/4 o/4o/2

o

o/2o/2 o/2

HOOP@100

 8-D13  8-D16

D10-@100

HOOP@100

Ｌ
1

1
.
5
φ

Ｌ
1

但し  ≦φの場合

  ＞φの場合は工事監理者の指示による

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

除雪ステーション新築工事 H29.07.24



工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

Ｌ=鉄筋コンクリート構造配筋

　 標準図（1）の2-（3）による。

 ８． 床　板

 ９． 壁

 １１． 梁貫通孔補強

 １２． 増築予定

（１）　定着

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）　あばら筋の型

（５）　幅止め筋の本数、加工

（１）　定着および継手

（２）　屋根スラブの補強

（３）　片持ちスラブ出隅部補強

（４）　床板開口部の補強

（５）　床板段差

（６）　土間コンクリート

（１）　定着

（２）　スリット部

（３）　手摺、パラペット

（１）　柱

（２）　梁

（１）　設置可能範囲

（２）　鉄筋標準配筋

（３）　既製品

（４）　梁貫通数量

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

（ ） １０．柱、梁増打コンクリート補強

（ ）

腹 筋

 幅止め筋 

　　　　　　　Ｄ＜600 不要

　600≦Ｄ＜900　　2-Ｄ10（9φ）1段

　900≦Ｄ＜1200 　4-Ｄ10（9φ）2段

　1200≦Ｄ　　  　Ｄ10（9φ）@300以内

　Ｄ10（9φ）@1000以内で割り付ける

 標準継手位置 

　　　Ｂ　　　

　　　Ｂ　　　

　Α　Ｃ　　　 短辺・長辺方向

短 辺 方 向

長 辺 方 向
上端筋 

下端筋 

 　床板厚さＤ

　200＜Ｄ≦300

　150＜Ｄ≦200

　　 　Ｄ≦150

　 周 囲 　 斜 め

 　各2-Ｄ13　

 　各2-Ｄ13　  　各2-Ｄ13　

 　各2-Ｄ19　

 　各1-Ｄ13　

 　各2-Ｄ16　

 　　径  地 中 梁

　　　　φ

　　　　φ

　　　　φ

　　　　φ

　　　　φ

　　　床梁 　　　床梁 　　　床梁 　　　床梁 　　　床梁

　80＜φ≦100

　折　筋　2-（2-Ｄ13）

　100＜φ≦150 　150＜φ≦250

　折　筋　2-（2-Ｄ13）

　縦　筋　ＳＴ2-Ｄ13-100@

　横　筋　2-（2-Ｄ13）

　斜　筋　4-（2-Ｄ13）

　縦　筋　ＳＴ2-Ｄ13-100@

　横　筋　2-（2-Ｄ13）

　　縦筋　ＳＴ2-Ｄ13
　上

　下

 ａ 大梁

 ｂ 小梁の定着

 ｃ 片持梁の定着

 ａ 片持床スラブ

 ｂ 一般床スラブ

端部

中央

ａ 軽作業の土間

ｂ 間仕切壁との交叉部

（７）　釜場

（８）　打継ぎ補強

柱幅が大きい場合

柱幅

Ｄ

L2

1
5
0
以

上

※

15d

20d

L2 L2

L2+5d

L2+5d

L2

L2

つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき）

折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする

柱幅が大きくて、直線部だけで

L2がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテール長 150

以上又は180°フック付とする

※

 最 上 階

 最 上 階

フック付

平　面 正　面

15d 15d

20d 20d

1/2B

B

1/2B

25d

L2

 斜めでもよい 

 斜めでもよい 

 下向きでもよい 連続端

正
 
面

θ=45°

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。（ ）

25d

15d L1

先端 端部

L2

あばら筋

を入れる

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

平面

 は継手の好ま

しい位置

 つりあげ筋 

第一あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻きとする

印は幅止め筋

6d

6d

8
d

8
d

4
d

6d

6d

8
da b c d e

（ ｲ）　原則として a のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で b 、

　 　　両側床版付（Ｔ型）梁で c 又は b とすることができる。

（ﾛ）　フックの位置は a にあっては交互、 b 似合ってはスラブ側とする。

4
d

1
8
0
゜

曲
げSRCの場合

Ｄ

4d

4
d

幅止め筋

腹筋

 25d 

 バーサポート 

L2 75～ 100 60

継手位置は原則として下表による。

15d

15d

10dかつ150以上

L2

1
0
d
以

上

D13
肩筋D13以上

C C

C C

B

A

A A

A

b ※の個所（入隅）は各階補強する

1．補強の配筋は特記による。特記がなければ

 　D10-100@ ダブルとする。

2．出すみ受け部（ハッチ部分）の配筋は特記による。 L
1

L1

L
3

補
強

筋
の

定
着

出隅部分の補強筋

 一般床版配力筋

L3

L1

 出隅部分の補強筋

（出隅部分補強配筋）

出隅受け部

 出隅部 

（出隅受け部配筋）

（開口の径 500 以上の場合）

L1

L
1

L1

L1

L1

周囲補強筋

斜め補強筋

注）　設備の小開口が連続してあく場合

　　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

　　　を開口をさけて補強する。

　　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

2L1

L
1

L1

 D13 

 D13 

 D13 

孔と孔のへりあき100以上

Ｄ

L1

Ｄ
以

下

2Ｄ
L1

D13

Ｄ

Ｄ
以

下

2Ｄ

D13

500 500

Ｄ

2Ｄ

H

L1

D16

L1

D
≦

H
≦

2
D

Ｄ

2Ｄ

H

L1

D16

L1

D
≦

H
≦

2
D

D10-@150

 D16 

600

 D10-@200 

 折曲 D10-@200 

 D13 

300 50

D
D

1200x600以下
L1

250

2
0
0

2-D16

L1
2-D16

D13-200@ダブル

D10-150@

・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

・無筋部分D10-@200　長さ800以上

（ダメ孔打継面について）

 a 梁に  b 柱に（平面図）

L
2

L
2

a

L
2

L
2
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

150程度

横筋の配筋は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

L2かつ柱中心線を超える

1
5
0
程

度

L
2

L2

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

 c 床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

L2

スラブに上端筋がある場合

 D13 

 D13 

L2

 D13 

 D13 

スラブに上端筋がない場合

1,000

1,000

受筋 D10 

受筋 D10 

 d 壁と壁 （平面図）

L2

L
2

L2

D13 D13 L
2

L
2

L2

L2

2-D13 2-D13

L2 L2

シングル配筋 ダブル配筋

（設計図に記入のあるとき）

Ｄ

Ｗ

t

L2

柱
 柱に定着はシングル配筋とする

tは階高の1/100程度

Ｗ≦Ｄ/6かつ10㎝

スリット部の鉄筋の被り厚さは

厚さ以上とする。

（4）被り厚さの表、最小被り

手摺 パラペット

120以上

L
1

L
2

1
0
0
以

下
H

L2

D13

D10-@150ダブル

L
1

H

1
0
0
以

下
L
2

L2 L2

L2 L2

t

D13

D10-@400

h
o

h

 D13 

 D10

300 a

3
0
0

a

300 a

Ｂ

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。 ・印は補強筋

ハッチ部分の面積Ａ・

※柱と同径、同ピッチとする。

A＜500 500≦ A＜ 1000 1000≦ A＜ 1500

3-D16 4-D16 6-D16

※

※

a 及び a≦ 200

300 a

幅止め筋

 補強筋

 D10 

 補強筋

 
あ

ば
ら

補
強

筋

 補強筋  あばら補強筋

a
3
0
0

Ｄ

・補強筋は、梁主筋の1段落し径（D16

　以上）とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・D≧400の場合は補強筋を3本とする。

・aは100～ 200程度。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

　増打コンクリート補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

梁端部（スパンl/10以内かつ2D以内）は避ける

 望ましい範囲

D
/
3

D

（φ1+φ 2）×3/2以上

φ1 φ 2

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

（2） 地中梁（1） 柱、梁 （3） 床版、壁

5
0

≧
L
1

≧L1 50

L
1

≧L1 50

≧ L150

≧
L
1

5
0

 D13

 D13 

 D13 

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

 リング型  パイプ型  金網型  プレート型

但しφ≦D/3とする

φ φ φ

L2

L2

φ Ｄ

L2

45ﾟ

2
5
0
以

上
2
5
0
以

上
※

※

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さの取り方

部分について計算で

確認された場合は下

記の位置、寸法によ

らなくて良い。

※ 　読みかえる

・梁幅が 400 を超える場合は

　補強筋で D13 は  D16 又は、

　2-D13 は  3-D13 と、各々

※

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

2φ 2φ

端部

中央

イ

イ

イ は壁配筋と同じ

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （２）

Lx

L
y

L
x
/
2

Lx/2

Lx/2

L
x
/
2

Lx/2

Lx

L
y

注 Lx≧ Lyとする 注 Lx≧Lyとする

コンクリートブロック帳壁

（４）　コンクリートブロック

コンクリートブロック塀

控壁の場合

控柱の場合

t

t 以上

4
0
0
 
以

上
2
5
0
 
以

上

250 以上

注） 1）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直行方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

     2）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

   　3）継手部は必ずモルタルをてん充すること

コーナー 1-D13

HOOP:D10@200

注 1）塀の地盤面からの高さが 1.60m を越える場合は控壁、控柱

   を設ける。但し、端部は高さに関係なく設けること。

コーナー 1-D13

D10-@400 

フック付き

 フック付き

コーナー 1-D13

D10-@400 

 フック付き主筋：1-D16

Ｔ型基礎の場合

Ｌ型基礎の場合

D10-@400 

D10-@400 

2-D10 

4
0
0
 
以

上
4
0
0
 
以

上

400 以上

150 以上

400+150 以上

・ハッチ部分の面積Ａ・

・補強筋＝ Ａ ×  0.4 ％

　とする。

補強縦筋＝ Ａ ×  0.8 ％

　縦　筋　ＳＴ2-Ｄ13

L

L

a 補強筋は各 5-D10 又はスラブ主筋の同一径で

L
1

L
1

　L=1500 とし、上端筋の下に配筋する

D10-@150

4-D13

D10-@150ダブル

（但し、H＞800の場合、

　設計図による）
2-D13

D10-@150シングル

D10-@150シングル

 D10@200

D10-@400
10d溶接

10d溶接

o/4

o

o
o/4o/6

o/4 o/4o/2

o

2 /3

x

x/4 x/4

y

x
/
4

x
/
4

o

o/4 o/4

L

 ７． 大梁、小梁、片持梁

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
S-02
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工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

S-03

t

1

4

1

4

 接しないこと

t＞柱フランジのプレート厚

t

r

2.5φ

鉄　骨　構　造　標　準　図　（1）

1．一般事項

（1） 材料及び検査

（a） 構造設計仕様による

（b） 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする

（C） 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（2） 工作一般

（a） 鉄骨制作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（b） 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（C） 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

（3） 高力ボルト接合

（a） 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（4） 溶接接合

（a） 溶接工

溶接工は施工する溶接に適応するJIS Z3801（手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）の溶接

技術試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（b） 溶接機器

　　（イ） 交流アーク溶接機　300A～500A　　　　　（ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

　　（ロ） アークエアーガウジング機（直流）600A　（ホ） 溶接電流を測定する電流計

　　（ハ） 溶接棒乾燥機　　　　　　　　　　　　　（ヘ） サプマージドアーク溶接機一式

（C） 溶接方法

　　　アーク手溶接　　　　　　　　（ＭＣ）　　　　ガスシールドアーク溶接　（ＧＣ）

　　　ノンガスシールドアーク溶接　（ＮＣＧ）　　　アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）

（d） 溶接姿勢

下向 Ｆ 立向 Ｖ 横向 Ｈ 上向 Ｏ

（e） 仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

　　（イ） 仮付位置

　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

仮付不良 良 仮付不良 良

　　（ロ） 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする

（f） 溶接施工

　　（イ） エンドタブ

　　　　　Ⅰ） 突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　　　　　　 エンドタブを取り付ける

　　　　　Ⅱ） エンドタブの材質は、母材と同質とする

　　　　　Ⅲ） エンドタブの長さは、ＭＣ:35㎜以上
35㎜以上
かつ2t以上

エンドタブ　　　　　　　 ＮＧＣ、ＧＣ:40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

　　　　　　　 母材より10㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

　　　　　Ⅳ） プレス鋼版タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者又は

　　　　　　　 工事監理者の承認を得る
但し梁成がD=150㎜未満の場合の
スカラップはr=20㎜とする

　　（ロ） 裏あて金

　　　　　 材質は母材と同質材料とする

　　（ハ） スカラップは改良スカラップとする

　　（ニ） 裏はつり スカラップ r=30～35㎜
 r=10㎜

　　　　　 規準図の溶接においてААＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

　　　　　 励行し、部材に確認マークをつける

　　（ホ） 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

　　　　　 をいためない様に、養生を行う

（5） 塗装

　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

2．溶接規準図 （注） f:余盛 Ｇ:ルート間隔 Ｒ:フェース Ｓ:脚長 （単位㎜）

（1） スミ肉溶接

131296S

t 7以下 8～10 11～13 14～16

t≦16㎜
S St1

S
t
2

　余盛は（1+0.1S）㎜以下とする
※tはt1、t2の小なる方とする
※但し片面溶接の場合はＳ=tとする

（2） 部分溶け込み溶接 （使用箇所に注意）

2
θ=60゜

S

t
D1 D1

S
θ=60゜

D1≧t/3

t
1 ※両側に補強隅肉溶接を付加する

t≦t1
t/4≦S≦10㎜

溶接姿勢 F.V

t＞16㎜t

（3） 突合せ溶接 （平継手 Ｔ型継手）

3

θ=45゜

t

f
f

R≦2

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

※両側に補強隅肉溶接を付加する　ＡＡＧ

t/4≦f≦10㎜

F.V

6＜t＜19㎜t

溶接姿勢

t

f

θ

R≦2

G

25㎜以上

t
1

L

※補強隅肉溶接を付加する

t/4≦f≦10㎜

MC NGC GC

t㎜

6≦t＜12

12≦t＜16

16≦t

45゜ 45゜

45゜

35゜ 35゜

6 6

6

6 6

6 6

6

5

35゜9 5

9 9 8

8

8

9 9

θ G t1 L θ G t1 L

溶接姿勢 F.V

tR≦2

θ=45゜（55゜)

θ=60゜

2
/
3t

1
/3

t

f
f

G=0～2

5

※ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ.Ｈの場合
※両側に補強隅肉溶接を付加する

Ｔ形突合せ継手余盛

t/4≦f≦10㎜

4t＞19

3

2

1t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

のど厚t㎜ 余盛の高さ㎜

F.V溶接姿勢

t t≧19㎜

f

t

45ﾟ

（裏はつり後溶接）

t
1

※両側に補強隅肉溶接を付加する

R≦2

G=0～2

1≦f≦4の場合

t
2

a

1
5

削り面

a＞4の場合

平継手で板厚が異なるとき

（裏はつり後溶接）
G=0～2

6

溶接姿勢 F.V

6＜t＜19㎜t

（4） フレアー溶接

7

φ

t
S

 プレート B

θ

※フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする
※9㎜～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする
溶接棒角度θは30゜～40゜とする

寸法（㎜）

9 7 4

13

16

19

22

25

8

9

10

11

12

4.5

5

6

7

8

φ B S

　　○溶接記号番号を○中に記入のこと

　○　ＢＯＸ型 （通しダイヤフラムの場合）

 内ダイヤフラム

　Ａ  － Ａ  断面図

10
0
以

上

エンドタブが互いに
20以上かつ

あたらぬこと

4

1

4

内ダイヤフラム 

　平面詳細図

 の角のRに接しないこと
 内ダイヤフラムの場合は柱

4

1
4

ガス抜き 
φ=20    

A 2
0以

上

20以上 A 断面

　○　柱が途中で折れる場合

 フランジが柱のRに

θ=75゜～105゜

θ

4

　○　大梁が斜めの場合

内ダイヤフラム 

内側板に注意のこと
は溶接と添え板の
大梁が斜めの場合

1

1

3. 梁貫通補強要領

（1） 共通事項

（a） 梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける

（b） φ≦0.4H、かつそのピッチは 3.0φ 以上とする

（C） スリーブ位置は梁成の中央1/2の範囲とする

（d）大きな応力が加わる場合は別途検討する

（2） 補強要領

（b） 0.15H＜φ≦0.30H の場合　片面にウエブプレートと同厚以上とする

（C） 0.30H＜φ≦0.40H の場合　両面にウエブプレートと同厚以上とする

（a） 　　　 φ≦0.15H の場合　補強なしとする

φ①

①

プレート補強（片面又は両面）

H

2
.5

φ

φ

10 10

①

パイプとプレート補強の場合

4. 合成スラブ施工要領

デッキプレート
■　D.PL 50-1.2

□　D.PL 75-1.2

□　D.PL 50-1.6

□　D.PL 75-1.6

防錆処理

種類

設計基準強度

デッキ上厚さ

JIS K 5625

□　軽量コンクリート（2種）

□　100 mm

□　Z27（屋外に面する部分等）

■　普通コンクリート

■　80 + 10 mm

□　錆止め

□　18 N/mm2 ■　21 N/mm2

□　亜鉛メッキ □　Z12

コンクリート

鉄 筋 ■　φ-6x150x150 シングル □　D10 @200 シングル

接合方法

耐火指定

□　スタッド

□　ﾋﾙﾃｨｰ鋲

鉄骨大梁

鉄骨小梁

□　２時間耐火

鉄骨小梁 （自動焼抜溶接機を使用すること）

□　指定なし

耐火構造認定を取得した工法とすること

耐火構造認定を取得した工法とすること

■　焼抜栓溶接

・大梁上の補強

■　コンクリートのひび割れ拡大防止対策

□　１時間耐火

ﾌﾗﾝｼﾞ幅 250以上　19φ @300ﾀﾞﾌﾞﾙ　L = 80
ﾌﾗﾝｼﾞ幅 250未満　19φ @300ｼﾝｸﾞﾙ　L = 80

 補強筋 D10@200 L=1,000

 補強筋 3-D10 L=1,000

・柱廻りの補強
特記事項

除雪ステーション新築工事 H29.07.24

鉄骨標準図　（１）



工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

S-04

PL-（1） N-径 L

H-294x 200x  8x 12

H-340x 250x  9x 14

H-400x 200x  8x 13

H-390x 300x 10x 16

H-450x 200x  9x 14

H-440x 300x 11x 18

H-600x 200x 11x 17

Ｍ22

Ｍ22

Ｍ22

Ｍ22

Ｍ22

Ｍ22

Ｍ22

3×2

3×2

3×2

3×2

4×2

3×2

4×2

－120

－150

150 40

－120

150 40

－120

－120

 9× 410

 9× 410

12× 410

12× 410

12× 440

12× 440

12× 410

12× 100

 9×  80

 9×  80

12× 110

12×  80

12× 110

12×  80

2×1

3×1

3×1

3×1

4×1

5×1

7×1

60

120

90

90

60

60

60

 9×200×170

 6×200×170

 9×260×170

 9×260×170

12×260×170

 9×320×170

 9×440×170

40

40

40

40

40

40

40

45

45

60

60

60

60

60

6×2 150 40 7×2 90 12×620×290H-800x 300x 14x 26 Ｍ20 19× 620 19× 110 4045

H-488x 300x 11x 18

H-482x 300x 11x 15

Ｍ22

Ｍ22

3×2

3×2

150 40

150 40

12× 350

12× 350

12× 110

12× 110

5×1

5×1

60

60

12×320×170

12×320×170

4045

4045

H-700x 300x 13x 24

H-800x 300x 14x 26

Ｍ22

Ｍ22

5×2

5×2 150 40

150 40 19× 530

19× 530

19× 110

19× 110

9×1

10×1

60

60

 9×560×170

12×620×170

40

40

40

40

40

45

45

45

45

45

Ｍ22

Ｍ22

Ｍ22

5×2

6×2

7×2

150 40

150 40

150 40

16× 530

19× 620

25× 710

19× 110

22× 110

25× 110

12×1

12×1

10×2

60

60

60

12×740×170

12×740×170

16×620×290

H-890x 299x 15x 23

H-900x 300x 16x 28

H-912x 302x 18x 34

H-588x 300x 12x 20

H-692x 300x 13x 20

Ｍ22

Ｍ22

4×2

4×2

150 40

150 40

12× 440

12× 440

16× 110

16× 110

7×1

7×1

60

60

 9×440×170

 9×440×170

4045

4045

A.BOLT:L e P a PLxH
RIB

Ｄ 型

RIB PL

H
5
0

3025

7
5

7
5

ee
A

B

FB-65×9 中ボルトM16 
≒
@6
00

70 30

3050

a

5

a

110

130

225

30 3050 50
30 30

5

225

30 3050 50
30 30

5

継　手
a 備　考

一般部 継手部分

 ○ タテ胴縁取付詳細図　（特記なき場合は下記による）

 G.PL-6 
 2-M12 BOLT 

 C-100x50x20x2.3 

 均しモルタル 

 ANC.BOLT
 1-M16 L=400  

 C-100x50x20x3.2 

@1,800以内

 開口補強取付位置 

@1,800以内

 ANC.BOLT 取付位置  ANC.BOLT 取付位置 

 ヨコ開口補強

 タテ開口補強

 ヨコ開口補強

 C-100x50x20x2.3 

 タテ胴縁取付位置 

 C-100x50x20x3.2 

 C-100x50x20x3.2 
 1-M12 BOLT 
 L-65x65x6 

29

30

31

32

33

35

36

37

38

40

41

42

43

44

39

28

27

34

40

40

9

A

H-340x250x 9 x14

12

70

70

290

290

H-200x200x 8 x12 A 2-M20 9 40 70 150

H-150x150x 7 x10 9

H-100x100x 6 x 8 C 2-M16 6 35 50 120

H-800x300x14 x26

H-792x300x14 x22

H-700x300x13 x24

H-692x300x13 x20

H-588x300x12 x20

H-582x300x12 x17

H-488x300x11 x18

B 9-M22 16（9） 40 70 640

640704016（9）9-M22B

B 8-M22 12（9） 40 70 570

570704012（9）8-M22B

B 7-M22 12（9） 40 70 500

500704012（9）7-M22B

A 6-M22 12 40 70 430

H-390x300x10 x16

C-150x50x20 x2.3 A 2-M16 6 35 60 130

150704092-M20AH-250x250x 9 x14

4-M20

C 2-M16 35 60 130

nf nf

ハンチ部の継手

リブプレート

ハンチ起点は避ける

フランジ及びウェブ厚の差のある場合

Ft1

Wt1

Ft1

Ft1-Ft2

Wt1-Wt2

Ft2

Wt2

Ft2

≧ 1㎜フィラプレート併用のこと

nf nf

nw

N

符　号 部　　材

 形鋼ブレース
F F W W

21

g

p p p bbb b

10
10

e e

1 g1
g2

g2

ee

nw

ハンチ勾配は普通 1:4 程度であるが構造図による

C

p
p
p
e

e
p
p
p
e

e
C

C

C

C

C

C

PL-A

2PL-B

2PL-C

2PL-B

2PL-C

PL-A

H-194x 150x  6x  9

H-244x 175x  7x 11

H-300x 150x6.5x  9 2×2

2×2

3×2

90

90

－105

 9× 290

 9× 290

 9× 290

 9×  60

 9×  70

2×1

2×1

3×1

60＊

60

60

120

 6×140×230

 9×140×170

H-294x 200x  8x 12

Ｍ20

Ｍ20

Ｍ20

Ｍ20 －120  9× 410

 9×  60

 9×  80

2×1

 9×200×170

 6×200×170

－

－

40

40

40

40

60

60

60

60

 9× 410  9×  70－105 60  6×260×170H-350x 175x  7x 11 Ｍ16 4×13×2 4060

H-250x 125x  6x  9

H-148x 100x  6x  9

H-194x 150x  6x  9

H-200x 100x5.5x  8

2×2

2×2

2×2

16× 290 －

 9×  60

 9×  70

－

－

60

60

90

－

1×2

2×1

2×2

60

60

 6× 80×290

 6×140×170

 6×170×290H-244x 175x  7x 11

Ｍ16

Ｍ16

Ｍ16

Ｍ16 －105

 9× 290

 9× 410

16× 290 2×1

60

 6×140×350

3×2

＊

90

－ 40

40

40

40

40

60

60

60

60

60

12× 410－75 －  6×170×290Ｍ16 3×2 90

2×2  9× 290－90 60  6×200×170H-300x 150x6.5x  9 Ｍ16  9×  60 3×1 4060

2×2  9× 290－90 60  6×200×170Ｍ16 3×1 4060H-298x 149x5.5x  8

4×2

3×2

4×2

－

－

150

120

150 40

 9× 410

12× 440

12× 530

 9×  80

12× 110 4×1

3×2 60

60

60

 9×200×290H-340x 250x  9x 14

H-400x 200x  8x 13

H-390x 300x 10x 16

Ｍ20

Ｍ20

Ｍ20

12× 100

4×1  9×260×170

 9×260×170

40

40

40

60

45

60

H-350x 175x  7x 11 2×2 －105  9× 290  9×  70 90Ｍ20 3×1 4060

4060

150 40 12× 110 60Ｍ20 4×2 5×1  9×320×170 4045

H-450x 200x  9x 14 Ｍ20 3×2 120 12× 410－ 12×  80 5×1 60  9×320×170

H-446x 199x  8x 12 3×2 120 －  9× 410  9×  79 5×1 60  9×320×170

4060

60 40

H-346x 174x  6x  9 Ｍ20 2×2 －105  9× 290 903×1  6×260×170 9×  69

 9×  59

4×2

3×2

5×2

6×2

150 40

150 40

－120

12× 440

12× 530

19× 110

12×  80

4×2

4×2

4×2

9×1 60

90

120  9×440×290

 9×560×170

H-488x 300x 11x 18

H-600x 200x 11x 17

H-588x 300x 12x 20

H-700x 300x 13x 24

Ｍ20

Ｍ20

Ｍ20

Ｍ20

Ｍ20

150 40

12× 410

19× 620

12× 110

16× 110 120

12×350×290

 9×440×290

40

40

40

40

45

45

45

60

H-440x 300x 11x 18

H-496x 199x  9x 14

Ｍ20

Ｍ20

3×2 －120 12× 410 60 4060

3×2 －120 12× 410 12×  79 5×1 60  9×320×170 4060

注：Pcの頭に＊がついている場合には、ウェブの材軸方向のボルト並びが
　　フランジのボルト並びに対して半ピッチ(30mm)外側にずらすことを表している。大梁ＪＯＩＮＴ

符 

号
(SS400,SN400)

部  材 径　D

フランジ

ゲージ 外添板 内添板ボルト ボルト 添板寸法

ウエブ

ebp

n ×m mm
g

mm
g

mm mm mm mm
厚 × 幅厚 × 長さ m ×n

p 厚 × 幅× 長さ
mm mm mmmm

部　　材 型 PLxAxB
BASE

符号

Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ 型

5
0

5
0

ee e e

e
e

A
e e

B

 30゜

 30゜

1

1

1
5

RIB PL-6

L

母屋、胴縁

a

a

 部材 

 転止め 

 部材 

 RIB PL 
 G.PL 

Ａ型 

Ｂ型 

L
25

25 H a

30

a

30

符号 部　　材
G.PL RIB-PLxLxH

型
転止め

大梁継手リスト

鉄　骨　構　造　標　準　図　（2）
小梁継手リスト 柱脚リスト

2×2

2×2

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

e
e
P
P

e
P

e
P

G.PL

2S.PL

G.PLG.PL

H H

90

4010 40 部 材

170

部 材4040104040 ePe10
H

部 材

※ 部材及び添板は特記なき限り SS400,SSC400 とする。

1

2

3

5

6

7

8

9

10

12

14

15

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

4

11

13

3

2

1

40

40

40

40

6

9

2-M20

A

A

A

A

H-596x199x10 x15

H-600x200x11 x17

H-194x150x 6 x 9

12

12

40AH-500x200x10 x16 12

110

110

110

110

130

50

50

50

50

60

60

30

30

30

30

35

35

40

40

40

40

40

40

40

40

40

6

6

6

6

6

6

6

9

9

9

9

9

2-M16

2-M16

2-M16

2-M20

3-M20

3-M20

5-M20

5-M20

C

C

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

H-100x 50x 5 x 7

H-125x 60x 6 x 8

H-150x 75x 5 x 7

H-175x 90x 5 x 8

H-200x100x5.5x 8

H-248x124x 5 x 8

H-250x125x 6 x 9

H-298x149x5.5x 8

H-300x150x6.5x 9

H-346x174x 6 x 9

H-350x175x 7 x11

H-396x199x 7 x11

H-400x200x 8 x13

H-446x199x 8 x12

H-450x200x 9 x14

H-496x199x 9 x14

12

12

2-M16

40 140

200

200

260

260

320

320

320

320

380

380

140

5-M20

5-M20

6-M20

6-M20

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

130

9

H-244x175x 7 x11 2-M20 140

符 

号
部　　材

タ
イ

プ P He
G.PL

（S.PL）H.T.B

 9×260×170

9

16

H-596x 199x 10x 15 12×  79 7×1  9×440×170

33

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

35

34

32

21

20

4-M20

4-M20

19

18

17

4

16

15

14

13

12

11

10

9

8

5

6

7

70

70 220

290

2-M16

2-M16

4-M20

4-M20

除雪ステーション新築工事

12× 530

4-M20A

H29.07.24

鉄骨標準図　（２）



工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

S-05
ハイベースNEO工法設計施工標準（１）

注意

http://www.hitachi-kizai.co.jp/ＵＲＬ

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３２

関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

！

日立機材株式会社 １．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、日立機材が定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）

２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

横浜 　ＴＥＬ　０４５-５４８-９８８１ 本社テクニカルセンター

　　　 ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３５
４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

ベースプレート

裏当金

裏当金

＊開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3212　D5016相当以上）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

開先はＭＣ-ＴＬ-Ｂ１、ＧＣ-ＴＬ-Ｂ１による

イ
プ

タ

G

柱下端

Ｔ

7

角形鋼管柱

35

。

柱下端

ベースプレート

角形鋼管柱

Ｈ

35
7

2

。

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ備　考

ベースプレート

-

１． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

ｅｍ

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

８．鉄骨建方・アンカーボルト締付

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査によってよい。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から

（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。

基礎柱形主筋の定着長さについては、

ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブック

内の基礎柱形の設計を参照ください。

下部定着長さ

上
部

定
着

長
さ

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

＊中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ＮＸ２０００、クイック３又はこれらと同等以上の無収縮性モルタル

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル（＊）

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（＊）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接を行う。

予　熱

１
柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ
３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

４０ｍｍ

組立溶接

３．組 立 溶 接

４０ｍｍ

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦ｅ ≦10mm

ｅ≦３ｍｍ

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

h

備　考

（自動ロボット溶接の場合はこれによらない）

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛

裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

柱側B点へ向かってなめらかになるように

施工する。

2イ
プ

タ
コ

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ＨＣＷ４９０ｂ

（大臣認定取得材）

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

又はこれらと同等以上の無収縮性モルタル

○無収縮性モルタルパッド用（固練り）又は普通モルタル

　（NX２０００及びクイック３は使用不可。専用のモルタルを使用のこと。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

に準拠する。（Ｇタイプ）

突き合わせ継手またはＴ継手余盛り高さ

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応し

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（＊）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に締め付けを行う。

９～１０．モルタル注入枠設置・後詰めモルタル充填（＊）

アンカーボルトの締め付け確認（＊）

ベースプレートと座金が密着していることを確認

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

ａ寸法は標準寸法です。ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。

・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。

　（一重ナットとする場合は、日立機材にご相談ください。）

※※

※
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座金の形状
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Ｃ

角形鋼管
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1080
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Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品
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E

モルタル上端
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軸 ねじ

ナット

アンカーボルト
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２※

※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。

ａ寸法は標準寸法です。ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

M24 324 95 10 29550 3619 42 256 56400 5322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対

角

３ 上段はアンカーボルト４本タイプ、下段はアンカーボルト８本タイプおよび１２本タイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

105 400

600 800

580

690

925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径 )m m(

ベースプレート及び定着板の形状・寸法は、

ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを

参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に取り付けてください。

アンカーボルト孔周辺に凹加工している面はベースプレート

裏面であり、無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co D1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

d1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ２０００、クイック３は使用不可。専用のモルタルを使用のこと

（形板芯にて検査）

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

*基礎柱形のへりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますので日立機材にご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

JIS G3136

φｄ φd1 φD1

φｄ φD1φd1

φＤ1

φｄ1

φｄ

φｄ

軟鋼及び490N/mm　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312　YGW11相当）
2

(＊)：日立機材の担当範囲

Ａ
±

ｅ

Ａ±e

（イ） □ ７００X７００ｍｍ以下の角形鋼管柱の場合

（ロ） □ ７５０X７５０ｍｍ以上の角形鋼管柱の場合

ハイベースNEO工法設計施工標準
大臣認定

MSTL-0404 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカーボルト)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）BCJ評定

（ハイベースNEO工法 Gタイプ は、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法 エコタイプ は、Ｓ造に適用）

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

2014/06

設　　　　計

１． 材質

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

除雪ステーション新築工事 H29.07.24



工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

ハイベースNEO工法設計施工標準（２）
S-06

500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150

ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)

・ハイベースNEO工法（角形鋼管柱用□150～□500）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定
BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

　　　ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３５

本社テクニカルセンター横浜　ＴＥＬ　０４５-５４８-９８８１

日立機材株式会社

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

本社　ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３２

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

ＵＲＬ　http://www.hitachi-kizai.co.jp/

〈角形鋼管柱用 □150～□500〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C

1

2

C

A

3C C 3

A

C

2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプ

L
L
1

h

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

C
5
0

基礎天端

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。アンカーボルト４本タイプ

C 2

A

1C

t 2

エコタイプGタイプ

アンカーボルト８本タイプ

下部定着長さ

上
部

定
着

長
さ

定着板上面より下表の定着長さを上下とも

確保してください。

柱形主筋の定着長さ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

ベースプレート形状

C 1

A

2C

H 2t

F

E

Gタイプ

b

b

Gタイプ

A

1C

F

t 2

E

2t

C 1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～19

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB300-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1200以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1200以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1200以上

1200以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm) 長さ（mm）

鉄筋の定着

C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式

ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

C(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

長さ（mm）

鉄筋の定着
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(C寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

表中に無いサイズについても対応可能です。日立機材に問い合わせ下さい。

鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 あばら筋断面積が

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、

注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。

注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 5)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブック第4章に従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　これよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。
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エコタイプ：EB350－8－36

Gタイプ　：GB500－8－42

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

L,L1,h,C,b寸法

20-D22

2014/6

-36 8-M36 560 470 270 65 36 95 83 178 720 116 900以上 －188 770 16-D25 D13@150 770 24-D25 D13@100 590 770 16-D25 D13@150 770 24-D25 D13@100 590GB350-8

-30

EB350-8

8-M30 750 16-D22 D13@150

EB200-4

EB250-4

EB300-4
1C1 ● ● ● ●

除雪ステーション新築工事

10

H29.07.24



工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

S=1/100

除雪ステーション新築工事

基礎伏図
S-07

H29.07.24

X

Y

F
G1

F
G1

F
G1

F
G1

F
G1

FG2 FG2 FG2

FG2FG2FG2 FG2

FG2

F2 F1 F1 F1

F2 F1 F1 F1 F2

F2

（-450）

X1 X2 X3 X4 X5

1/100基礎　伏図

柱芯壁芯 壁芯柱芯

Y2

Y1

柱芯

壁芯

壁芯

柱芯

※特記無き限り地中梁天端は設計GL-250とする。

　（　）内寸法は地中梁天端(設計GLより)を示す。
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工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号
除雪ステーション新築工事

基礎配筋詳細図 1／40

B.PL下端

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
設計GL

ラップルコンクリート：
Fc=18N/ｍｍ2

基礎配筋詳細図 S=1/40

S-08
H29.07.24

(現場にて地耐力を確認のこと)

Y1

設計GL

1-D13
D10-@200

D10-@200

1-D13

F1 F2

斜筋：6-D13

7-D13

8-
D
13

8-D13

斜筋：6-D13

7
-D

13

長期設計地耐力　200KN/ｍ2

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ:
1,800*1,800*H=1,400

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ:
1,600*1,600*H=1,400

足洗場・詳細図 1/40

Y

X

断面

符号

HOOP

主筋

D・H

1/40柱断面ﾘｽﾄ図

(　　)内は鉄骨柱符号を示す。

1/40地中梁断面ﾘｽﾄ図

位置

符号

断面

上端筋

下端筋

S･T･P

両 端 中 央

FG1

＊特記無き限り 腹筋 2-D10
　　　　　　　 巾止メ筋 D10-STP ピッチ×3倍

両 端 中 央

D10-@200

2-D19

3-D19

FG2

3-D19 3-D19

F1,F2（C1）

3-D19 2-D19

土間配筋詳細図

D10-@175

設計GL設計GL

16-D19

D13-@100

3-D19/2-D19

3-D19/2-D19

外壁廻リ立上り壁

設計GL

15

1-D13

D10-@150

設計GL

D10-@200 縦横共

建屋内埋戻し：
地盤改良剤 80kg／ｍ3
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工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

S=1/100

除雪ステーション新築工事
S-09

H29.07.24
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X1 X2 X3 X4 X5

1/100屋根　梁伏図

Y2

Y1

柱芯

壁芯

壁芯

柱芯

柱芯壁芯 壁芯柱芯

屋根 梁伏図

■注 記

※特記無き限り水平ブレースはV1とする。

5,400 5,400 5,400 5,400

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

22,050

22
5

2
25

9,
05
0

8,
60
0

2,
15

0
2,

15
0

2,
1
50

2
,1

50

225 22521,600



工事名称

図 面 名

長 島 建 築 設 計 事 務 所
管理建築士－１級建築士第83894号　長島建夫

富山県魚津市六郎丸1500-6  　TEL 24-1729

備 考 年 月 日

縮 尺

№１級建築士事務所第（  ）701号

S=1/100

除雪ステーション新築工事
S-10

H29.07.24

2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

X

Y

C1C1C1C1C1 M1 M1 M1 M1
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G
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G

W
CG

WC
G

B2 B2 B2 B2 B2 B2 B2 B2

B2 B2 B2 B2 B2 B2 B2 B2

走行架台：
H-340×250×9×14

走行架台：
H-340×250×9×14

1/100

柱芯壁芯 壁芯柱芯

X1 X2 X3 X4 X5

2,
15

0
2,

15
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Y1

柱芯

壁芯

壁芯

柱芯

設計GL+5,740ライン　梁伏図

設計GL+5,740ライン梁伏図
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軸組図-1
S-11

H29.07.24
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Y1Y2

ＭＥＭＢＥＲ符　号

部材リスト表

RG2

RG1 H-440*300*11*18

H-350*175*7*11

備考
■構 造 特 記 事 項

・コンクリート強度　　21N／mm　
2

・鉄　　筋 D10～D16　SD295 D19以上 　SD345

・鉄　　骨

・ＨＴＢ　　　F10T S10T

(備 考)

 1).特記なき鋼材はSS400とする｡

5).通しダイアフラムとする場合､梁フランジは通しダイアフラムの

　 厚みの内部で溶接すること｡

6).通しダイアフラムは､SN490C材､内ダイアフラムは梁フランジと同材質とする

7).ハイベースのアンカーボルト､モルタル注入は､専門業者の責任施工とする

 8).ハイベースのアンカーボルト締め付けは､施工要領書により適切に行うこと

9).特記なき場合は建築工事共通仕様書 最新版による

3).スカラップ形状は､改良スカラップまたはノンスカラップとする

2).現場継手位置において板厚が異なる(片面差1mm以上)場合､

　 ﾌｨﾗｰ PLを使用すること

4).ダイアフラムの厚みは､梁の最大フランジ厚+4mm以上とする

注).仕口部分において100未満の梁段差がある場合､端部ハンチをつける｡

　  L=ハンチ高さ×4～5とする

1C1 日立ハイベースNEO
EB300-4-30

ａ C-150*50*20*3.2 (座屈止め)

V1 1-M20  GPL-9  HTB 1-M20

ヨコ胴縁
外壁ｺｰﾅｰ部:□-100*100*2.3

折板受け C-100*50*20*2.3

大梁・小梁 SS400　　柱 BCR295  間柱 SS400

G1

柱芯壁芯 柱芯 壁芯

1/100X5通り 軸組図

軸組図-2

G1

柱芯壁芯 柱芯 壁芯

G1

柱芯壁芯 柱芯 壁芯

Y1Y2X1通り 軸組図 1/100

C1 C1M1 M1

M2 M2

H1

H1

Y1Y2X2～X4通り 軸組図 1/100

H-346*174*6*9WCG

走行架台 H-340*250*9*14

□-300*300*12

B1 H-250*125*6*9

B2 H-200*100*5.5*8

H-175*90*5*8M1

M2 □-100*100*3.2

H1 □-150*150*6

C1C1 C1C1

水上

水下

7,
50

0

B.PL下端

設計GL

7,
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0

B.PL下端

設計GL
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水下
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0

B.PL下端

設計GL

水上

水下

S-12
H29.07.24

WCG WCG

WCG WCG

WCGWCG

＊胴縁割は現場にて再確認のこと。

■注 記

※大梁,小梁JOINTは鉄骨標準図-2参照
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S=1/40

S-13
H29.07.24

FPL-12×300×530
2FPL-12×110×530

2WPL-9×320×170
HTB 10-M20

L-65×65×6
HTB 1-M16
GPL-6

10

DPL-12

DPL-25

DPL-25

C1

水平ブレース V1　詳細図

中ボルト2-M12
GPL-4.5

a a

R
B
1

a a

HTB 1-M20
GPL-9

V1：1-M20
（ターンバックル付)

DPL-16

H1：□-150×150×6

RG1

M2

GPL-6
HTB 2-M16

GPL-6
HTB 2-M20

H1：□-150×150×6

□
-1

00
×
1
00

×
3.

2

水上

水下

B1

H-250×125×6×9

B1

GPL-6
HTB 2-M20

Y1

Y2

Y1

Y2

X3

5,400X2 X4

DPL-12

DPL-25

DPL-25

HTB 6-M20

RG2

H-350×175×7×11

RG2

設計GL

B.PL下端

設計GL

B.PL下端

EB300-4-30

C1・柱脚

柱サイズ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 4-M30

□300

（寸法は現場打ち合わせによる。）

折板受け：
C-100×50×20×2.3

C-150×50×20×3.2

Y1

L-65×65×6
HTB 1-M16
GPL-6

B2：
H-200×100×5.5×8

GPL-6
GPL-6

走行架台：
H-340×250×9×14

C1

1/40Y5通り鉄骨詳細図

DPL-16

DPL-16

DPL-16

GPL-6
HTB 2-M16

B2B2

H-200×100×5.5×8

L-65×65×6
HTB 1-M16
GPL-6

H-200×100×5.5×8

GPL-6

走行架台：
H-340×250×9×14

WCG：H-346×174×6×9

鉄骨詳細図

2-M16　L=450
ダブルナット締め

A.BOLT

(ABR400)

M1・柱脚

B.PL－200*200*12

M1：
H-175×90×5×8

C1 B2 B2

X2X1

Y1

走行架台：
H-340×250×9×14

L-65×65×6
HTB 1-M16
GPL-6

L-65×65×6
HTB 1-M16
GPL-6

走行架台振止 詳細図

B1 詳細図

H-440×300×11×18

HTB 16-M20(ﾁﾄﾞﾘ)

FPL-9×175×290
2FPL-9×70×290
HTB 8-M20
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